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男
性
の
話
に
よ
る
と
、

月

日
午
後
、
和
歌
山

10

16

市
は
、
内
部
に
設
置
し
た

納
税
推
進
電
話
セ
ン
タ
ー

よ
り
、
男
性
宅
に
、
平
成

年
５
月

日
納
付
期
限

18

31

の
軽
自
動
車
税
が
未
納
に

な
っ
て
い
る
と
し
て
、
支

払
督
促
の
電
話
を
し
ま

す
。そ

の
電
話
に
対
し
男
性

は
、
納
税
推
進
電
話
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
い
う
耳
慣
れ

な
い
所
か
ら
だ
っ
た
の

で
、
当
初
は

「
振
り
込

、

め
詐
欺
」
か
と
緊
張
し
た

と
言
う
。
支
払
っ
て
い
る

と
言
っ
て
も
聞
き
入
れ
て

く
れ
ず
、
市
の
職
員
に
電

話
が
替
わ
っ
て
も
「
未
納
」

だ
と
い
わ
れ
た
と
も
言

う
。
そ
の
後
、
男
性
の
妻

が
領
収
証
を
保
管
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
和
歌
山
市

の
ミ
ス
で
あ
る
こ
と
が
判

明
。市

は
、
課
長
ら
が
翌
日
、

男
性
宅
を
訪
問
し
謝
罪
し

ま
す
。
男
性
宅
に
市
が
持

参
し
た
謝
罪
文
に
は

納
、「

税
者
の
確
認
を
怠
り

、
」

「
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
た

「
今
後
は
、
徹
底

」
、

し
た
指
導
と
管
理
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す

、
と
詫

」

び
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
男

性
は

「
領
収
証
が
あ
っ

、

た
か
ら
よ
か
っ
た
も
の

の
、
領
収
証
が
出
て
こ
な

か
っ
た
場
合
を
考
え
る
と

背
筋
が
寒
く
な
る

「
他

」
、

に
、
間
違
え
ら
れ
て
領
収

証
が
出
て
こ
ず
、
困
っ
て

い
る
人
も
お
ら
れ
る
の
で

」
、

。

、

は
な
い
か

と

ま
た

「
督
促
の
電
話
を
、
市
が

１
ヶ
月
約
１
５
０
万
で
債

権
回
収
会
社
に
委
託
し
て

い
る
こ
と
も
分
か
っ
た

が
、
市
の
職
員
で
督
促
電

話
ぐ
ら
い
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
市
民
と
し
て
納

得
で
き
な
い
。
督
促
電
話

が
市
か
ら
で
は
な
く
委
託

先
か
ら
さ
れ
る
こ
と
に
も

違
和
感
を
感
じ
る

、
と

」

憤
り
を
隠
さ
ず
話
し
ま

す
。

和歌山市･滞納税督促間違い電話

納入済みの男性宅に 領収証で判明

確

認

怠

り

迷

惑

掛

け

た

と

謝

罪

市

、
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和
歌
山
市
が
、
市
内
に
住
む
男
性
宅
に
納
付
済
み
の
税
に
つ
い
て
、
滞
納

し
て
い
る
と
電
話
で
督
促
。
男
性
の
指
摘
に
よ
り
市
の
ミ
ス
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
市
が
、
「
納
税
者
の
確
認
を
怠
り
」
、
「
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

た
」
と
謝
罪
し
て
い
ま
し
た
。



県会議員選挙ポスター公費限度額と使途額一覧表
（使途率割合：限度額に対する使途額の割合）

選挙区 候補者名 限度額 使途額 割合％ 選挙区 候補者名 限度額 使途額 割合％
使途率 使途率

 有田市 768,292 　 和歌山 1,120,960　 　

25 浅井　修一郎 767,970 99.96 1 井出　益弘 　 473,000 42.20

 御坊市 773,560  2 宇治田　栄蔵 1,120,960 100.00

26 中村　裕一 283,196 36.61 3 浦口　高典 462,000 41.21

 田辺市 1,122,216 　 4 江上　柳助 579,080 51.66

27 大沢　広太郞 1,122,216 100.00 5 小川　武 1,120,960 100.00

28 泉　正徳 1,122,216 100.00 6 奥村　規子 534,400 47.67

29 野見山　海 786,600 70.09 7 尾﨑　太郎 1,120,960 100.00

30 原　日出夫 1,122,216 100.00 8 片桐　章造 546,840 48.78

 新宮市 819,524 　 9 多田　純一 533,076 47.56

31 須川　倍行 760,000 92.74 10 角田　秀樹 431,520 38.50

32 下川　俊樹 403,200 49.20 11 中　拓哉 390,288 34.82

 紀の川市 889,840 　 12 永井　祐治 1,120,960 100.00

33 服部　一 235,000 26.41 13 長坂　隆司 1,114,760 99.45

34 山田　雅彦 850,080 95.53 14 新島　雄 1,120,960 100.00

35 岸本　健 889,840 100.00 15 藤井　健太郎 534,400 47.67

36 飯田　敬文 504,000 56.64 16 藤本　眞利子 1,070,400 95.49

 岩出市 739,746 　 17 前岡　正男 671,160 59.87

37 山田　重信 338,000 45.69 18 山下　大輔 1,120,960 100.00

38 東　幸司 739,746 100.00 19 山下　直也 1,120,960 100.00

39 川口　文章 279,300 37.76  海南市・ 1,033,976 　

40 山本　茂博 251,370 33.98 20海草郡 藤山　将材 1,033,976 100.00

 伊都郡 891,684 　 21 雑賀　光夫 960,000 92.85

41 門　三佐博 888,300 99.62 22 尾崎　要二 736,800 71.26

42 平越　孝哉 891,684 100.00  橋本市 910,200  

 有田郡 1,042,470 　 23 向井　嘉久蔵 910,200 100.00

43 松坂　英樹 504,000 48.35 24 平木　哲朗 455,100 50.00

44 松本　貞次 1,042,470 100.00

45 吉井　和 800,000視 76.74

 日高郡 1,122,770 　

46 坂本　登 1,020,000 90.85

47 冨安　民夫 1,122,770 100.00

48 花田　健吉 1,103,300 98.27

 西牟婁 998,196 　

49 町田　亘 998,196 100.00

50 玉置　公良 998,196 100.00

51 高田　由一 463,200 46.40

 東牟婁 1,094,400 　

52 小原　泰 544,425 49.75

53 谷　洋一 756,000 69.08

54 前芝　雅嗣 1,094,400 100.00

55 清水　和子 1,094,400 100.00

56 中村　紘一郎 756,000 69.08
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選
挙
ポ
ス
タ
ー
作
成
費

、

の
公
費
負
担
の
上
限
額
は

県
条
例
が
認
め
る
ポ
ス
タ

ー
作
成
限
度
枚
数
に
１
枚

あ
た
り
の
限
度
単
価
を
掛

け
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
従

っ
て
、
選
挙
区
ご
と
に
、

、

上
限
額
が
異
な
り
ま
す
が

そ
の
上
限
額
に
対
す
る
使

途
し
た
公
金
額
の
割
合
を

。

も
っ
て
使
途
率
し
ま
し
た

そ
う
す
る
と
、
最
高
は
、

上
限
額
い
っ
ぱ
い
の
１
０

０
％
で
、
最
低
率
は
紀
の

川
市
の
限
度
額

万
９
８

88

４
０
円
に
対
し

万
５
０

23

０
０
円
の

・

％
で
し

26

41

た
。
使
途
率
の
分
布
を
み

る
と
、

％
以
上
が

人

90

27

の

％
で
あ
り
、

％
未

38

50

満
が

％
と
い
う
状
況
で

30

し
た
。

％
以
上
と

％

90

50

未
満
で
２
極
分
化
し
て
い

る
状
態
に
あ
る
こ
と
が
分

（

、

、

か
り
ま
す

な
お

詳
細

別
掲
一
覧
表
を
ご
覧
下
さ

い

。
。
）

ポ
ス
タ
ー
の
公
費
負
担

を
巡
っ
て
は
、

年
の
岐

04

阜
県
山
県
市
議
選
で
、
実

際
に
ポ
ス
タ
ー
制

作
費
に
か
か
っ
た

費
用
以
外
に
、
公

費
負
担
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
名
刺

の
印
刷
費
な
ど
を

水
増
し
、
公
金
を

だ
ま
し
取
っ
た
と

す
る
事
件
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

使
途
率
１
０
０

％
と
い
う
の
は
極

め
て
不
自
然
で
す
。
実
際

に
は
、
使
途
率

％
未
満

50

の
人
が

％
も
存
在
し
て

30

い
る
の
で
す
か
ら
、
節
約

す
れ
ば
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の

価
格
で
で
き
る
こ
と
を
実

証
し
て
い
る
と
言
え
ま
す

そ
れ
に
、
公
費
で
認
め

る
限
度
枚
数
が
、
ポ
ス
タ

ー
掲
示
場
の
２
倍
も
必
要

か
疑
問
で
す
。
短
い
選
挙

期
間
中
に
、
張
り
替
え
よ

う
と
し
て
も
掲
示
場
と
同

数
を
必
要
と
す
る
と
も
思

わ
れ
な
い
か
ら
で
す
。

県議選挙ポスター公費負担問題
公費使途率１００％が21人

公
費
で
負
担
さ
れ
る
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
成
費
に
関
す
る
公

、

、

費
の
使
途
率
の
調
査
を
当
会
が
行
っ
た
と
こ
ろ

今
春
の
県
議
選
で

公
費
を
受
領
し
た

人
の
立
候
補
者
の
う
ち
、
使
途
率
１
０
０
％
で

56

公
費
の
上
限
額
い
っ
ぱ
い
の
人
が

人
の

％
あ
り
、
一
方
、
使
途

21

38

率

％
未
満
が

人
の

も
存
在
し
、
使
途
率
に
大
き
な
開
き
が

％

50

17

30

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

一
方

５
０
％
未
満
が
１
７
人

左表の公費使途率の分布表

全選挙区分 和歌山市選

挙区分

100 21 7
90 9 2以上

80 0 0以上

70 3 0以上

60 2 0以上

50 4 2以上

40 11 6以上

30 5 2以上

20 1 0以上

10 0 0以上

56 19計
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「
却
下
」
は
、
当
方
の

訴
え
が
、
訴
え
提
起
を
す

る
た
め
の
訴
訟
要
件
を
欠

い
て
お
り
、
訴
え
の
内
容

、

を
審
理
す
る
ま
で
も
な
く

門
前
払
い
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
も
の
で
す
。

住
民
訴
訟
は
、
訴
訟
を

提
起
す
る
前
に
必
ず
住
民

監
査
請
求
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
公

金
の
支
出
行
為
の
違
法
・

無
効
（
例
え
ば
、
官
官
接

待
費
に
支
出
し
た
場
合
）

を
問
題
に
す
る
場
合
な
ど

に
は
、
監
査
請
求
の
期
間

に
制
限
が
あ
り
、
基
本
的

に
支
出
行
為
か
ら
１
年
以

内
に
す
べ
き
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
県
側

は
、
当
方
の

〜

年
度

15

17

の
政
務
調
査
費
に
か
か
る

監
査
請
求
を
、
今
年
の
５

月

日
に
行
っ
て
い
る
こ

18

と
を
捉
え
、

、

年
度

15

16

は
も
と
よ
り

年
度
の
支

17

出
で
も
１
年
は
今
年
の
３

月

日
に
終
了
し
て
い
る

31
か
ら
、
す
べ
て
１
年
を
超

え
て
お
り
、
不
適
法
な
訴

訟
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で

す
。こ

れ
に
対
し
当
方
は
、

県
側
の
主
張
が
的
外
れ
だ

と
反
論
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
政
務
調
査
費
と
い

う
公
金
を
県
が
３
ヶ
月
毎

に
前
払
い
で
議
員
に
交
付

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
支

出
行
為
を
問
題
に
し
て
お

ら
ず
、
政
務
調
査
費
の
前

払
い
を
受
け
た
議
員
が
、

年
度
末
に
使
途
し
た
分
を

精
算
し
、
残
が
あ
れ
ば
返

。

還
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

、

こ
の
返
還
に
着
目
す
る
と

県
の
条
例
に
は
、
県
議
が

受
領
し
た
政
務
調
査
費
と

支
出
（
こ
の
場
合
の
支
出

は
使
途
基
準
に
従
っ
て
行

っ
た
支
出
と
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
使
途

基
準
に
反
し
て
行
っ
た
場

合
に
は
、
支
出
に
含
ま
れ

な
い
と
解
さ
れ
ま
す

）
と

。

を
精
算
し
て
残
金
が
あ
る

場
合
、
知
事
は
、
残
余
金

の
返
還
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
し
て
い
ま

す
。従

っ
て
、
県
議
の
支
出

に
使
途
基
準
に
違
反
し
た

支
出
が
あ
る
場
合
、
残
金

が
あ
る
と
い
え
ま
す
の
で

知
事
は
、
返
還
請
求
す
べ

き
な
の
で
す
。
こ
の
返
還

請
求
権
の
行
使
を
怠
っ
て

い
る
と
い
う
期
間
制
限
の

適
用
が
な
い
監
査
請
求
で

。

あ
る
か
ら
適
法
な
の
で
す

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

次
回
に
裁
判
官
の
判
断
が

示
さ
れ
、
裁
判
が
進
む
と

思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
知
事
は
、

制
度
と
し
て
県
議
の
政
務

、

調
査
費
の
使
途
に
関
し
て

領
収
証
な
ど
を
精
査
す
る

仕
組
み
に
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
県
議
ら
の
使
途
が
正

当
だ
と
言
え
る
は
ず
も
あ

。

、

り
ま
せ
ん

そ
の
知
事
が

県
議
に
代
わ
っ
て
使
途
が

正
当
と
主
張
す
る
と
す
れ

ば
、
お
か
し
な
こ
と
だ
と

思
う
の
で
す
が

。
い
ず

…

れ
に
し
て
も
県
側
の
訴
え

の
内
容
に
対
す
る
対
応
は

こ
れ
か
ら
で
す
。

県議政務調査費違法支出金返還請求訴訟
県側 当方の訴え「却下」を主張

８
月

日
に
提
訴
し
た
県
議
の
政
務
調
査
費
返
還
請
求
住
民
訴
訟
の
第

16

１
回
目
の
裁
判
が
、

月
９
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

10

相
手
方
の
和
歌
山
県
に
８
名
の
弁
護
士
が
つ
き
、
当
方
の
訴
え
の
「
却

下
」
を
求
め
る
旨
の
主
張
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
当
方
は

「
却

、

下
」
の
主
張
は
的
外
れ
で
あ
り
、
訴
え
は
適
法
と
反
論
し
て
い
ま
す
。
次

、

。

回
裁
判
で

こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
官
の
判
断
が
示
さ
れ
る
み
こ
み
で
す

当
方

的
外
れ
の
主
張
と
反
論

次
回
裁
判
が
、
12

月
４
日
午
前

時
か

10

ら
行
わ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
裁
判
傍
聴
に
き

て
く
だ
さ
い
。
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全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
連
絡
会
議
が
今
年
９
月

に
公
表
し
た
予
定
価
格
１

億
円
（
税
抜
き
）
以
上
の

公
共
工
事
の
入
札
結
果
を

元
に
落
札
率
を

全
国
都

47

道
府
県
で
順
位
付
け
し
た

も
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
一
位

が
長
野
県
で

・
２
％
、

73

２
位
が
富
山
県
で

・
３

73

％
、
続
い
て
和
歌
山
県
で

・
６
％
で
し
た
。

・

73

90

７
％
だ
っ
た

年
度
と
比

05

較
す
る
と

・
１
％
下
が

17

る
驚
異
的
な
改
善
で
す
。

落
札
率
の
改
善
は
、
落

札
率
の
低
下
分
の
公
金
支

出
が
、
節
約
で
き
た
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
節

約
額
は
、
昨
年
の
落
札
率

に
改
善
が
な
く

年
度
の

05

ま
ま
だ
っ
た
と
し
て
、
現

実
と
の
差
額
金
を
計
算
し

て
推
し
量
れ
ま
す
。
調
査

の
対
象
と
し
た
工
事
で
試

算
す
る
と
、
そ
の
節
約
額

が
約

億
円
（
税
込
み
）

36

で
し
た
。

一
方
、
過
年
の
損
失
額

も
、
過
去
に
今
回
の
落
札

率
が
実
現
で
き
て
い
た
と

み
な
し
て
、
現
実
と
の
差

額
金
を
計
算
す
る
こ
と
で

試
算
で
き
ま
す
。
そ
う
す

る
と
，
過
去
の
損
失
額
が
、

調
査
を
開
始
し
た

年
度

02

億
円
、

年
度

億
円
、

47

03

48

年
度

億
円
、

年
度

04

52

05

億
円
の
４
年
間
で
計
１

44９
１
億
円
（
い
ず
れ
も
税

込
み
）
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
極
め
て
巨
額

で
す
。
こ
の
よ
う
に
落
札

率
は
極
め
て
重
要
な
指
標

な
の
で
す
。

振
り
返
れ
ば
、
木
村
前

知
事
も
入
札
改
革
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、

％
90

台
の
推
移
で
し
た
。
そ
れ

が
談
合
汚
職
に
ま
み
れ
て

い
た
結
果
で
し
た
。

今
回
の
改
善
が
、
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
の
談
合
決
別
宣

言
と
、
昨
年
の
談
合
汚
職

事
件
に
よ
る
官
制
談
合
シ

ス
テ
ム
の
崩
壊
と
自
粛
の

結
果
と
み
ら
れ
ま
す
。
仁

坂
吉
伸
知
事
の
「
入
札
制

」

、

度
改
革

の
一
部
実
施
が

年
６
月
か
ら
で
し
た
の

07で
そ
の
効
果
で
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

し
か
し
、
今
後
は
、
仁

坂
知
事
の
責
任
が
重
大
で

す
。
仮
に
、
今
回
の
好
成

績
が
後
退
す
る
よ
う
な
こ

と
に
な
れ
ば
、
談
合
防
止

を
怠
っ
て
い
る
と
み
な
さ

れ
る
か
ら
で
す
。
今
年
の

節
約
が
来
年
も
維
持
さ
れ

る
か
、
落
札
率
が
注
目
さ

れ
ま
す
。

改
善
効
果

公
金
節
約
額
約
３
６
億
円

'０６年度県公共工事落札率順位
全国 位とトップクラスに３

全
国
３
位
（
低
位
順
）
と
、
昨
年
（

年
）
度
の
和
歌
山
県
発
注
公
共
工
事

06

の
落
札
率
が
先
進
県
入
り
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

落
札
率
が
改
善
し
た
こ
と
に
よ
る
公
金
の
節
約
額
が
昨
年
と
比
較
す
る

と
約

億
円
に
の
ぼ
る
と
試
算
さ
れ
ま
す
。
大
き
な
改
善
で
す
。

36

す

。

来

年

も

維

持

で

き

る

か

仁

坂

知

事

の

談

合

防

止

策

が

問

わ

れ

ま
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観
光
を
終
わ
り
サ
ン
パ
ウ
ロ

へ
戻
る
た
め
、
バ
ス
で
約

時
15

間
。
前
回
よ
り
は
少
し
楽
で
し

た
。

年
前
お
世
話
に

40
な
っ
た
方
々
と
の再

会

帰
国
予
定
日
ま
で
の
こ
れ
か

ら
の
１
週
間
は
、
今
回
の
旅
の

目
的
で
も
あ
っ
た

年
前
に
お

40

世
話
に
な
っ
た
人
達
と
の
再
会

で
す
。

紀
の
川
市
出
身
で

年
前
に

50

移
住
。

年
前
に
は
、
農
地
を

40

、

借
り
て
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が

今
は
、
１
５
０
町
歩
程
も
あ
る

土
地
を
購
入
し
、
柿
、
桃
、
ぶ

ど
う
等
を
栽
培
し
て
い
る
某
氏

、「

」

。

と

バ
ル
バ
セ
ー
ナ

で
再
開

年
ぶ
り
の
再
会
に
、
青
春
の

40思
い
出
を
彷
彿
さ
せ
、
懐
か
し

さ
で
一
杯
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
御
夫
婦
は
、
数
年
前
に

日
本
国
籍
を
放
棄
し
、
ブ
ラ
ジ

ル
国
民
に
な
り
き
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
国
、
日
本
を
、
片
時
も

忘
れ
た
こ
と
が
な
い
と
言
う
。

い
つ
か
、
孫
達
と
日
本
に
行
く

こ
と
が
夢
で
あ
る
と
も
。
夫
婦

２
人
の
時
は
日
本
語
で
、
農
場

の
人
々
や
、
孫
と
の
時
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
で
、
夕
食
は
か
な
ら

ず
味
噌
汁
、
漬
物
等
を
一
緒
に

食
べ
て
い
る
と
い
う
。
時
々
、

カ
ラ
オ
ケ
で
日
本
の
演
歌
を
、

日
本
語
が
あ
ま
り
わ
か
ら
な
い

孫
と
一
緒
に
歌
い
、
日
本
を
思

い
出
し
て
い
る
と
か
、
胸
が
つ

ま
り
ま
す
。
こ
の
お
宅
で
は
、

当
初
一
泊
の
予
定
が
４
泊
に
。

「
オ
ー
ロ
・
プ
レ
ッ
ト
」
と
い

う
世
界
遺
産
の
町
を
案
内
し
て

も
ら
っ
た
り
、
農
作
業
を
手
伝

っ
た
り
、
敷
地
内
に
あ
る
池
で

釣
り
し
た
り
、
親
戚
一
同
が
集

ま
っ
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て
く

、

れ
た
り
と
楽
し
か
っ
た
こ
と
と

再
々
会
の
機
会
が
そ
う
な
い
こ

と
だ
と
の
思
い
か
ら
つ
い
つ
い

延
泊
。

次
に
、
青
春
時
代
に
お
世
話

に
な
っ
た
も
う
一
人
と
の
再
会

に
、
モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ

ス
と
い
う
町
へ
。
お
世
話
に
な

、

っ
た
方
の
家
を
探
し
た
と
こ
ろ

。

御
主
人
が
既
に
死
亡
し
て
お
り

転
居
し
て
、
空
家
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
判
明

「
奥
さ
ん
は
、

。

ど
う
し
た
の
か

、
消
息
だ
け
で

」

、

も
知
り
た
い
と
の
思
い
が
募
り

ブ
ラ
ジ
ル
和
歌
山
県
人
会
モ
ジ

、

支
部
の
方
々
に
強
く
お
願
い
し

消
息
を
調
査
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
か
げ
で
、
転
居
先
も

分
か
り
会
う
こ
と
が
出
来
、
奥

さ
ん
と
当
時
の
思
い
出
に
華
が

さ
き
ま
し
た
。

・

・

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
約
１
４
０
万

人
の
日
系
人
が
住
ん
で
お
り
、

来
年
は
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
１
０
０

周
年
を
向
か
え
、
盛
大
な
式
典

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
旅
行
で
訪
れ
た
ど
の

町
に
も
日
系
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
人

と
一
緒
に
逞
し
く
生
活
し
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
非

常
に
嬉
し
く
思
い
つ
つ
、
日
本

と
ブ
ラ
ゾ
ル
と
が
、
よ
り
交
流

を
深
め
一
層
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
祈
り
な
が
ら
、
今
回
の
旅

日
記
を
終
わ
り
ま
す
。
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リ
オ
か
ら

イ
グ
ア
ス
へ

二
泊
三
日
と
過
ご
し
た
リ
オ

・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
か
ら
、
い

よ
い
よ
最
終
観
光
地
の
イ
グ
ア

ス
の
滝
へ
と
向
か
う
。
今
回
は

バ
ス
で
の
移
動
。
イ
グ
ア
ス
ま

で
約

時
間
。

24
南
下
す
る
に
つ
れ
、
あ
た
り

一
面
、
延
々
と
続
く
ジ
ャ
ガ
イ

モ
畑
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
広
大
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

、

満
席
だ
っ
た
バ
ス
の
乗
客
も

、

、

、

そ
の
内

一
人

二
人
と
降
り

イ
グ
ア
ス
の
町
に
は
私
達
含
め

て
４
人
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

乗
客
の
殆
ど
が
地
元
の
人
た
ち

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

時
間

24

も
バ
ス
で
移
動
す
る
観
光
客
は

少
な
い
の
も
当
然
か
と
疲
れ
を

感
じ
つ
つ
納
得
。

今
回
の
旅
で
は
、
事
前
に
ホ

テ
ル
等
宿
泊
の
予
約
を
し
て
い

な
い
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
も

到
着
後
宿
探
し
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
夏
休
み
の
為
か
、
ど
こ
も

満
室
。
高
級
な
四
星
ホ
テ
ル
に

や
っ
と
空
室
が
み
つ
か
り
、
懐

を
気
に
し
な
が
ら
も
確
保
。

翌
日
、
世
界
遺
産
で
あ
り
、

世
界
最
大
の
滝
「
イ
グ
ア
ス
の

滝
」
へ
と
。
二
階
建
て
バ
ス
に

乗
り
換
え
て
の
観
光
。
こ
の
滝

は
、
幅
は
約
４
㎞
、
落
差
は
80

ｍ
あ
り
、
そ
し
て
大
小
約
３
０

０
か
ら
の
滝
が
続
い
て
お
り
、

遊
歩
道
か
ら
見
る
幾
つ
も
の
滝

に
虹
が
架
か
り
、
絵
の
よ
う
な

美
し
さ
で
し
た
。
水
し
ぶ
き
で

全
身
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
滝
壺

の
真
上
の
歩
道
歩
き
も
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
。

次
の
日
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側

か
ら
の
滝
観
光
の
為
、
一
度
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
に
入
国
。
こ
こ
で

は
、
川
の
上
の
遊
歩
道
を
歩
い

て
の
観
光

一
番
奥
の
別
名

悪

。

「

魔
の
喉
笛
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

滝
で
は
、
水
量
の
多
さ
と
、
目

の
前
か
ら
い
っ
き
に
落
ち
る
水

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ッ
パ
を
着
て
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で

滝
壺
ま
で
。
滝
壺
の
水
し
ぶ
き

に
ま
る
で
カ
ッ
パ
を
着
て
い
な

い
が
如
く
下
着
ま
で
ず
ぶ
濡
れ

に
な
り
ま
し
た
。

余
っ
た
時
間
で
、
パ
ラ
ナ
川

に
架
か
る
別
名
「
友
情
の
橋
」

「

」

を
歩
い
て
隣
国

パ
ラ
グ
ア
イ

に
入
国
し
、
シ
ウ
ダ
ー
・
デ
ル

・
エ
ス
テ
と
い
う
街
を
見
学
。

こ
こ
の
町
が
免
税
で
も
あ
り
、

物
価
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
約
半
値
と

い
う
安
さ
で
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
の
買
い
物
客
も
多
数
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

南

米

ブ

ラ

ジ

ル

旅

日

記

迫

間

脩

イ
グ
ア
ス
の
滝
か
ら

帰
国
ま
で

最終回前
号
で
は
リ
オ
ま
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は
イ

グ
ア
ス
の
滝
か
ら
帰
国
ま
で
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
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当 面 の 予 定

１１月１９日 ４ ００～PM :
ニュース発送作業

１１月２２日

第 回全国情報公開度ランキングのた12
めの一斉資料請求

１１ ６ ００～月２８日 PM :
第４回全員会議

１２ ～月 ４日 AM10
県議政務調査費違法支出金返還請求住

民訴訟第２回裁判

１２月２０日 ４ ００～PM :
編集会議

１ ４ ００～月１６日 PM :
ニュース発送作業日

１ ６ ００～月２３日 PM :
第５回全員会議

次 回 会 員 会 議 の ご 案 内
日 時 １１月２８日(水 )午後６時～

場 所 和歌山市勤労者総合センター

（和歌山市役所西隣 ）TEL 073-433-1800

こぞってご参加下さい




